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福崎町水防訓練を実施 福崎町水防訓練を実施 福崎町水防訓練を実施 
第６回神崎郡消防操法大会開催 第６回神崎郡消防操法大会開催 第６回神崎郡消防操法大会開催 

　６月１１日（日）、神戸医療福祉大

学第三駐車場北で福崎町水防訓練

を実施しました。 

　福崎町消防団員と町職員が小隊

を編成し、積み土のう工法、竹し

がらみ工法、せき板工法といった、

水流をさえぎる工法の実践訓練を

行い、水害を未然に防ぐための知

識と技術力を身につけました。 

　防災意識を高め、安心安全なま

ちづくりのため、災害から地域を

守る体制づくりに努めています。 

　６月１８日（日）、さるびあドームで「第６回神崎郡消防操法大会」

が開催され、神崎郡の各町の大会を勝ち抜いた、小型動力ポンプの

部６隊、自動車ポンプの部３隊の計９隊が熱戦を繰り広げました。 
 

　大会結果 

　　【小型動力ポンプの部】　　　【自動車ポンプの部】 

　　　優　勝　大門分団　　　　　　優　勝　新町分団 

　　　準優勝　福田分団 
 

　今大会は各町の物産展やはしご車等の展示、また小学生が描いた

「消防団活動ポスター」約３００点の展示や、優秀作品の表彰式を同

時開催し、多くの来場者がありました。 

大門分団 新町分団 



３ 

　５月２４日、姫路人権擁
護委員協議会定期総会に
おいて、人権擁護委員の
大井義雄さんに法務省人
権擁護局長感謝状が贈ら
れました。 
　感謝状は長年にわたり
人権擁護委員として活動
され、職務上の功績が顕
著であった方に贈られます。

今後ますますのご活躍を祈念します。 
（住民生活課） 

　６月１日、善意賞表彰式を行いました。 
　善意賞は、各分野で人々の模範と認められる善意
の行為があった方に贈られるもので、個人にはサル
ビア賞を、団体にはクロガネモチ賞を贈り、その善
意をたたえています。 
　受賞された方は次のとおりです。 
【サルビア賞】 
　川口繁夫さん　神崎一子さん　　志水保さん 
　志水睦規さん　高田貴美子さん　田中忠子さん 
　難波正治さん　水谷業さん　　　水谷淑美さん 
　山口勉さん 
　みなさんの今後ますますのご活躍を祈念します。 

（総務課） 

　６月７日、西播磨文化
会館で開かれた平成２９年
度西播磨文化協会連絡協
議会総会において、福崎
町文化協会副会長安田正
さんに兵庫県自治賞が贈
られました。 
　自治賞は長年にわたり
明るく住みよい地域社会
づくりに貢献された方に

贈られます。おめでとうございます。 
（社会教育課） 

　６月１１日、市川町で「平
成２９年度生涯スポーツ指
導者講習会、中播磨地区
スポーツ推進委員研究協
議会」が開催されました。 
　その席上で、中垣早人
委員が、中播磨スポーツ
推進委員功労者表彰を受
けられました。スポーツ
推進委員を１０年以上続け

られ、地域におけるスポーツの健全な普及発展に貢
献し、顕著な功績を挙げられた方を表彰するもので
す。今後ますますのご活躍を祈念いたします。 

（社会教育課） 

後列（左から）：難波正治さん、志水保さん、川口繁夫さん、 
　　　　　　　　水谷業さん、水谷淑美さん 
前列（左から）：高田貴美子さん、田中忠子さん、神崎一子さん 

　６月７日、平成２９年度福崎交通安全協会婦人部福
崎町支部の総会で、長年にわたり婦人部の役員とし
て活躍され、福崎町の交通事故防止に貢献された、
小林静代さん、勇内洋子さん、古田正子さんに、福
崎町から感謝状を贈りました。 
　３０年以上にわたり、福崎町民の安全を願い活動を
続けられた小林さん、勇内さん、古田さん、長い間
ありがとうございました。 

（住民生活課） 

（左から）古田正子さん、勇内洋子さん、小林静代さん 



４ 

第１部 8月5日（土）１３：１０～（開場１２：００） 

山桃忌式典 

オープニング　「傘踊り」　　　　　　いなみの神崎 

基調講演　「母の手毬歌を聴く柳田國男」 

　　　　　柳田國男・松岡家記念館顧問（東京学芸大学教授）

　石井正己 

記念講演　「リアルタイムの『妹の力』」 

ドイツ文学翻訳家、口承文芸研究家　池田香代子 

シンポジウム　「柳田國男と女性」 

コーディネーター：石井正己　　　　　　　　　　 

パネリスト：昔話研究者　　　　　　　　野村敬子 

元跡見学園女子大学教授　倉石あつ子 

女性民俗学研究会代表　　　刀根卓代 

神戸大学大学院人文学研究科研究員　 

井上　舞 

女性の目から見た柳田國男と民俗学 

　福崎町では、柳田國男と兄・井上通泰の祥月にあたる８月に、二人の偉業

を偲んで「山桃忌」を開催しています。 

　今年は、「女性の目から見た柳田國男と民俗学」をテーマに、講演会やシ

ンポジウム、淡路人形浄瑠璃の上演などで、松岡五兄弟の功績を発信します。

淡路人形浄瑠璃では、戎舞、伊達娘恋緋鹿子 火の見櫓の段、一谷嫩軍記　須

磨浦組討の段の演目が披露されます。 

　日本の伝統芸能を、ご家族そろってご覧ください。 

 

とき　８月５日（土）・６日（日）　　ところ　エルデホール 

特産品・観光コーナー　１２：００～１７：３０ 
もちむぎ商品、観光グッズなどを販売します。 

えびすまい だ て む す め こ い の ひ が の こ  ひ みやぐら だん いちのたにふたばぐんき す 

まのうらくみうち だん 

第２部 8月6日（日）１３：３０～（開場１２：００） 

「人形浄瑠璃」解説 

　柳田國男・松岡家記念館顧問（東京学芸大学教授） 

石井正己 

人形浄瑠璃上演（南あわじ市　淡路人形座） 

　演目①戎舞 

　　　②人形浄瑠璃レクチャー 

　　　③伊達娘恋緋鹿子　火の見櫓の段 

　　　④一谷嫩軍記　須磨浦組討の段 

８月５日（土）の第１部は、事前に申込が必要です。 
申込先　社会教育課（内線２５６・２５７）FAX２２－０６３０ 

予 約 申 込 

要申込 淡路人形浄瑠璃上演 申込不要 

伊達娘恋緋鹿子 
火の見櫓の段 

一谷嫩軍記 
須磨浦組討の段 

☆特別メニュー「山桃忌御膳」 

　福崎町特産もちむぎと地元で採れた米や野菜を
使った一夜限りの特別メニューです。☆要予約 
と　き　８月５日（土）１８：００～２０：３０ 
ところ　もちむぎのやかたレストラン 
価　格　２，０００円（税込・飲み物別） 
※ご予約は、社会教育課　内線２５６・２５７まで。 

限定４０食 ☆民俗学の夕べ 

夜
の
催
し
 

　柳田國男が生まれ育った　川区で毎年山桃忌の
夜に開催されるお祭りです。大道芸、鬼太鼓、餅
まきなどが行われます。 
と　き　８月５日（土）　１８：３０～２１：３０ 
ところ　鈴ノ森神社境内 

いも 

てまりうた 

８月５日（土）は、エルデホールから　川界隈まで無料送迎車を運行します。 



ほん・ひと・ゆ
めのひろば
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行事予定（７月１５日～８月２日） 

月 

７ 

７ 

８ 

日 

１５ 

２２ 

２ 

土 おはなし会 

えほんのじかん 

子ども映画会 
「日本の昔ばなし 七羽の白鳥 ほか」 

土 

水 

１１：００ 

１４：００ 

１１：００ 

曜日 時間 行　　事 

☆８月３日（第１木曜日）資料整理のため休館 

５ 

　図書館でも人気の絵本「このパンなにパン？」

や「ケーキになあれ！」の作者、ふじもとのりこ

さんをお迎えして、絵本ができるまでのおはなし

を聞かせていただきます。午後はみんなでワーク

ショップを行います。ぜひご参加ください。 

観光協会クリーン作戦 
　今年も七種山、　川山、日光寺山、春日山周
辺のごみ一掃をめざして、クリーン作戦を実施
します。みなさんのご協力をお願いします。 
実施日時　７月２２日（土）　小雨決行 
　　　　　午前６時５０分から１時間程度 
　　　　※清掃ができる服装でご参加ください。 
集合場所　○福崎地区の方 
　　　　　　　青少年野外活動センター前 
　　　　　○田原・八千種地区の方 
　　　　　　　柳田國男・松岡家記念館前 
持 ち 物　手袋・帽子・鎌・火ばし など 
　　　　※ごみ袋は当協会で用意します。 

（福崎町観光協会） 

　山桃忌奉賛事業として、文化協会の主催で、
次の行事が行われます。ぜひご参加ください。 

【写生大会】 
　対象　小・中学生 
　日時　７月２２日（土）・２３日（日）９：００～ 
　　　　いずれか１日だけの参加も可です。 
　場所　柳田國男生家付近 
　審査　平田文子　先生 
【短歌祭】 
　日時　８月５日（土）１０：００～ 
　場所　文化センター　小ホール 
　選者　楠田立身　先生（兵庫県歌人クラブ顧問） 

文化協会からの 
お知らせ　　　 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書18冊 
「ハリネズミの願い」　　トーン　テレヘン 
「ピエロがいる街」　　　横関　　大 

●文化センター行事予定（7/19～8/18） 

神崎学園 
日時：７月２０日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　８月１０日（木）　１３：２０～１５：２０　専門講座 
 
福寿学園 
日時：８月１０日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　８月１７日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
 
老人大学一般教養講座（公開講座） 
　日時：７月２０日（木）　１３：２０～１５：００ 
　演題：「いつまでも元気で動けるからだづくり」 
　講師：健康運動指導士　段床繁雄さん 
 
サルビアセミナー（公開講座） 
　日時：７月２８日（金）　１３：３０～１５：００ 
　演題：「健康と食生活」 
　講師：神戸医療福祉大学社会福祉学部社会福祉学科 
　　　　　教授・学科長　豊山恵子さん 
 
※上記公開講座は、一般の方も参加していただけま
す。どうぞ、お越しください。 

“広げようフラワーボランティアの輪” “広げようフラワーボランティアの輪” 

　福崎町内の花壇などのお世話をしているボランティ

アの活動予定（７／２０～８／１９）をお知らせします。

ぜひボランティア活動にご参加ください。 

ココロンクラブ 

　７月２２日（土）９：００～　役場周辺街路樹下手入れ 

みどりのグループ 

　７月１９日（水）９：００～　元ＪＡ八千種前花壇 

　８月２日（水）９：００～　七種川沿い新町花壇 

問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 

　　　　　　　（コミュニティ推進専門員） 



福崎町 

　
ぼ
く
の
兄
は
障
が
い
と
重
い
病

気
が
あ
り
ま
す
。 

　
赤
ち
ゃ
ん
の
時
か
ら
何
回
も
入

院
し
た
り
、
毎
日
た
く
さ
ん
の
薬

を
飲
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
ぼ
く

が
き
ら
い
な
注
射
を
毎
月
し
て
い

ま
す
。
ぼ
く
は
、
「
薬
を
飲
む
と
、

ね
む
く
な
っ
た
り
、
ご
飯
が
食
べ

ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
副
作
用

が
あ
る
の
に
、
毎
日
飲
み
続
け
る

の
は
ど
れ
だ
け
つ
ら
い
事
な
ん
だ

ろ
う
。
」
と
思
い
ま
す
。 

　
で
も
兄
は
病
気
が
少
し
で
も
良

く
な
る
た
め
に
毎
日
飲
み
続
け
て

い
ま
す
。 

　
兄
は
障
が
い
が
あ
る
の
で
、
他

の
人
と
同
じ
様
に
で
き
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

　
例
え
ば
自
分
の
思
っ
て
い
る
こ

と
を
上
手
く
言
葉
に
で
き
ま
せ
ん
。

で
も
、
相
手
の
気
持
ち
は
と
て
も

よ
く
分
か
り
ま
す
。
ぼ
く
が
し
ん

ど
そ
う
に
し
て
い
る
と
、
ぼ
く
の

背
中
を
さ
す
っ
て
く
れ
ま
す
。
優

し
く
何
度
も
さ
す
っ
て
く
れ
ま
す
。 

「
大
丈
夫
、
大
丈
夫
。
」 

と
言
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
だ
か
ら
ぼ
く
は
、 

「
明
日
も
一
日
が
ん
ば
ろ
う
。
」 

と
思
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
母
も

ぼ
く
と
同
じ
様
に
感
じ
る
そ
う
で
、 

「
お
兄
ち
ゃ
ん
の
手
は
元
気
に
し

て
く
れ
る
魔
法
の
手
み
た
い
や 

ね
。
」 

と
言
っ
て
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、 

「
言
葉
で
伝
え
ら
れ
な
く
て
も
周

り
の
人
を
は
げ
ま
す
こ
と
が
で
き

る
の
だ
。
」 

と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

　
兄
は
電
車
や
バ
ス
に
乗
る
練
習

を
し
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
で
買

い
物
の
練
習
も
し
て
い
ま
す
。
僕

た
ち
が
一
回
で
覚
え
ら
れ
る
こ
と

を
何
回
も
時
間
を
か

け
て
練
習
し
ま
す
。 

　
失
敗
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
で
も
、

そ
ん
な
時
は
父
や
母

が
ど
う
す
れ
ば
次
は

自
分
で
で
き
る
か
を

考
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
で
き
た
時
は

僕
も
嬉
し
い
で
す
。 

　
切
符
を
買
え
な
い

人
が
い
る
と
、
手
伝

っ
て
あ
げ
る
こ
と
は
大
切
で
す
。 

　
で
も
一
人
で
が
ん
ば
っ
て
買
お

う
と
し
て
い
る
人
の
後
ろ
で
は
、

そ
の
人
が
落
ち
つ
い
て
買
え
る
よ

う
に
静
か
に
待
っ
て
い
る
こ
と
も

大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

　
兄
は
地
域
の
学
校
に
行
か
ず
、

支
援
学
校
に
行
っ
て
い
ま
す
。
学

校
の
こ
と
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
運
動
会
や
文
化
祭
に
は
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
運
動
会
で
は
、
普
段
車
イ
ス
に

乗
っ
て
い
る
人
が
補
助
の
道
具
を

使
っ
て
四
十
メ
ー
ト
ル
を
歩
い
て

い
ま
し
た
。 

「
ぼ
く
が
普
通
に
歩
い
た
り
走
っ

た
り
す
る
の
よ
り
、
何
十
倍
も
大

変
な
ん
だ
ろ
う
。
」 

と
思
い
ま
す
。 

　
文
化
祭
で
は
、
み
ん
な
自
分
の

得
意
な
こ
と
を
い
か
し
て
作
品
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
ぼ

く
は
本
だ
な
を
買
い
ま
し
た
。
き

れ
い
に
板
が
切
っ
て
あ
っ
て
、
し

っ
か
り
と
ネ
ジ
が
と
め
て
あ
り
ま

し
た
。 

　
支
援
学
校
で
は
体
力
作
り
の
た

め
に
山
登
り
を
し
た
り
、
自
立
し

た
生
活
を
す
る
た
め
に
、
野
菜
を

作
っ
た
り
、
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
お

か
し
を
作
る
授
業
も
あ
る
と
母
か

ら
聞
き
ま
し
た
。 

　
ぼ
く
は
、
兄
の
よ
う
に
、
「
自

分
で
目
標
を
決
め
て
が
ん
ば
っ
て

い
る
こ
と
が
か
っ
こ
い
い
。
」
と

思
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
目
標
を
決

め
て
も
あ
ま
り
努
力
が
で
き
て
い

ま
せ
ん
。 

　
こ
れ
か
ら
は
夢

に
向
か
っ
て
今
、

何
が
で
き
る
か
を

考
え
て
が
ん
ば
り

ま
す
。 

福崎西中学校２年（当時） 
釜井翠也 

高岡小学校４年（当時）　川端ことみ 

福崎小学校４年（当時）　古瀬麻由里 

６ 

田原小学校１年（当時） 
　橋理知 

夢
に
向
か
っ
て 

福
崎
東
中
学
校
１
年（
当
時
） 

　
寄
大
智 

深
い
き
ず
　
少
し
だ
け
で
も 

　
い
じ
め
だ
よ 

八
千
種
小
学
校
４
年（
当
時
）　
藤
本
大
翔 

い
じ
め
は
ね 

　
い
っ
し
ょ
う
消
え
な
い
　
心
の
傷 

田
原
小
学
校
６
年（
当
時
）　
長
谷
川
瑠
奈 

ど
ん
な
と
き
も
　
仲
間
が
い
れ
ば 

　
笑
顔
あ
ふ
れ
る 

福
崎
小
学
校
６
年（
当
時
）　
相
原
拓
海 

自
分
か
ら
　
広
げ
て
い
こ
う 

　
笑
顔
の
輪 

福
崎
西
中
学
校
２
年（
当
時
）　
原
　

和
耶
菜 



こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん 

　過去５年間以内に納め忘れた国民年金

保険料を納付することで将来の年金額を

増やすことができる『後納制度』が平成 

２７年１０月から３年間限りの特例として開

始されました。 

　なお、老齢基礎年金を受給している方

などは、後納制度の利用はできません。 

　後納制度を利用するには申し込みが必

要です。 

問い合わせ先 

　○国民年金保険料専用ダイヤル 

　　　　０５７０－０１１－０５０ 

　○姫路年金事務所 

　　　　０７９－２２４－６３８２ 

　所得が少ないときや失業などにより保険料を納めるこ

とができない場合は、本人の申請により保険料の納付が

免除される制度があります。 

　本人、配偶者、世帯主それぞれの前年度所得が一定額

以下の場合や、失業等の事由がある場合に、保険料が全

額免除または一部免除となり、過去２年間までさかのぼ

ることができます。 

　申請が遅れると万一のときに障害年金が受け取れない

などの不利益が生じる場合がありますので、すみやかに

申請してください。 

　失業・倒産・事業の廃止などを理由として申請される

方は、離職日がわかる『雇用保険受給資格者証』または

『雇用保険被保険者離職票』の写しが必要です。 

問い合わせ先　住民生活課（内線３７４） 

国民年金保険料の 
免除制度について 

国民年金保険料の 
後納制度について 

役
場
職
員
の
紹
介
　
第
１３
回 

町長 

橋本省三 

地
方
自
治
に
つ
い
て 

　
平
成
２９
年
は
日
本
国
憲
法
施
行

７０
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
憲
法
は

昭
和
２１
年
１１
月
３
日
に
公
布
さ
れ
、

昭
和
２２
年
５
月
３
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
し
た
。 

　
憲
法
第
９２
条
で
は
、
「
地
方
公

共
団
体
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
事
項
は
、
地
方
自
治
の
本
旨
に

基
い
て
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め 

る
」
と
し
、
地
方
自
治
法
が
定
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
憲
法
第
９３

条
で
は
「
地
方
公
共
団
体
に
は
、

法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
議
事
機
関
と
し
て
議
会
を
設

置
す
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
地
方
自
治
法
が
で
き
、
地
方
公

務
員
法
や
地
方
財
政
法
も
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
当
時
は
国
、
県
、
市

町
村
は
「
主
従
関
係
」
で
国
か
ら

県
、
そ
し
て
市
町
村
へ
と
指
示
が

出
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
平
成
１２

年
に
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
、

国
と
地
方
は
対
等
・
協
力
の
関
係

と
な
り
ま
し
た
。
少
子
高
齢
、
人

口
減
少
時
代
の
中
で
、
議
会
そ
し

て
私
た
ち
行
政
の
果
た
す
べ
き
役

割
は
今
後
ま
す
ま
す
大
き
く
な
り

ま
す
。
「
活
力
に
あ
ふ
れ
風
格
の

あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
」
、
「
住
ん 

で
、
学
ん
で
、
働
い
て
未
来
に
つ

な
が
る
福
崎
」
を
目
指
し
、
議
会

と
協
力
し
な
が
ら
福
崎
町
の
発
展

に
努
め
ま
す
。 

 

神
崎
郡
消
防
操
法
大
会
を
終
え
て 

　
６
月
１８
日
に
開
催
さ
れ
た
第
６

回
神
崎
郡
消
防
操
法
大
会
で
、
自

動
車
ポ
ン
プ
の
部
で
新
町
分
団
が

優
勝
。
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
で

は
大
門
分
団
が
優
勝
、
福
田
分
団

が
準
優
勝
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。 

　
各
分
団
は
町
大
会
か
ら
約
１
か

月
、
仕
事
の
傍
ら
連
日
厳
し
い
訓

練
を
重
ね
、
操
法
技
術
の
向
上
に

努
め
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
の
み
な

さ
ん
の
期
待
と
声
援
を
受
け
、
訓

練
の
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
さ
れ

た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
福
崎
町

の
消
防
の
歴
史
が
現
在
の
体
制
を

作
り
、
技
術
が
伝
承
さ
れ
、
全
国

に
誇
れ
る
消
防
団
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

　
近
年
、
火
災
の
ほ
か
自
然
災
害

に
よ
る
大
き
な
被
害
の
ニ
ュ
ー
ス

が
続
き
、
地
域
住
民
の
消
防
団
に

対
す
る
期
待
が
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。
町
と
し
て
も
火
災
予
防
対

策
を
推
進
す
る
な
ど
、
防
災
・
減

災
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

会計管理者 

木村千晴 

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
会

計
管
理
者
の
木
村
で
す
。
「
会

計
管
理
者
」
と
い
う
職
名
は
、

あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
特
別
職
の
収
入
役
制

度
が
廃
止
と
な
っ
た
平
成
１９
年

４
月
か
ら
、
会
計
事
務
を
一
般

職
の
会
計
管
理
者
が
引
き
継
ぎ

ま
し
た
。 

　
福
崎
町
で
は
出
納
室
長
も
兼

務
し
て
お
り
、
毎
会
計
年
度
の

決
算
の
調
製
以
外
に
も
、
現
金

や
物
品
の
出
納
及
び
保
管
、
公

用
車
の
維
持
・
集
中
管
理
も
行

い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
の
展
開
や
給
付
等

に
伴
う
支
出
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
中
、
綿
密
な
資
金
計
画
を

作
成
し
て
資
金
調
達
す
る
、
い

わ
ば
役
場
の
「
金
庫
番
」
で
す
。 

　
税
金
・
手
数
料
等
、
行
政
運

営
を
支
え
る
大
切
な
公
金
を
お

預
か
り
す
る
者
と
し
て
、
私
を

は
じ
め
出
納
室
職
員
一
丸
と
な

り
、
日
々
の
業
務
を
堅
実
に
遂

行
い
た
し
ま
す
。 

７ 



ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　中核センター 
　　相談員です 

　福崎町内の幼児
園、小学校では、
さまざまな農業体
験を行っています。 
　春は特産もち麦
の刈り取りや、さ
つまいもの苗さし、
田植えなどがあり、
みんな元気いっぱい取り組みました。 
　秋にはさつまいも掘りや稲刈りが待っています。 
　このような経験を通じて食べ物について改めて考 
え、「生産から食卓まで」の食べ物の循環、大切さ
を学んでくれることを期待しています。 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 

生活科学 
センター 
だより 

〔
相
談
〕 

　
早
朝
に
テ
レ
ビ
を
つ
け
た
ら
、

ジ
ュ
ー
サ
ー
を
紹
介
し
て
い
た
。

ど
ん
な
野
菜
で
も
簡
単
に
す
り
お

ろ
し
て
ジ
ュ
ー
ス
に
な
る
様
子
を

実
演
し
て
い
た
。
多
種
の
野
菜
を

手
軽
に
と
れ
て
健
康
に
も
良
い
と

思
い
購
入
し
た
。 

　
商
品
が
届
き
取
扱
説
明
書
の
と

お
り
に
使
っ
た
が
、
テ
レ
ビ
の
実

演
の
よ
う
に
野
菜
を
す
り
お
ろ
せ

な
か
っ
た
。
困
っ
て
、
記
載
の
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
連
絡
し
た
ら 

「
た
だ
今
混
み
合
っ
て
い
る
た
め
、

か
け
直
し
て
下
さ
い
」
と
音
声
案

内
が
流
れ
繋
が
ら
な
か
っ
た
。
商

品
代
金
１
９
８
０
０
円
は
商
品
が

届
い
て
す
ぐ
に
銀
行
に
振
込
ん
だ
。

返
品
す
る
の
で
返
金
し
て
ほ
し
い
。 

（
７０
歳
代
女
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
商
品
を
持
参
し
て
い
た
だ
き
確

認
を
し
た
と
こ
ろ
、
相
談
者
の
苦

情
の
と
お
り
、
野
菜
が
す
り
お
ろ

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
セ
ン
タ
ー
が

介
入
し
、
業
者
の
本
社
の
連
絡
先

に
電
話
を
か
け
、
相
談
者
の
苦
情

を
伝
え
ま
し
た
。 

　
業
者
か
ら
は
、
交
換
を
提
案
さ

れ
ま
し
た
が
、
相
談
者
が
返
品
返

金
を
希
望
さ
れ
て
い
る
と
交
渉
し

ま
し
た
。 

　
現
金
書
留
で
返
金
後
、
着
払
い

で
返
品
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
業

者
の
承
諾
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

　
相
談
者
に
交
渉
結
果
を
伝
え
、

返
品
処
理
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 
 〔

ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
「
通

信
販
売
」
に
な
り
ま
す
。
消
費
者

が
販
売
業
者
と
直
接
対
面
す
る
こ

と
な
く
、
通
信
手
段
だ
け
を
利
用

し
て
申
込
み
を
行
う
も
の
で
す
。 

　
「
通
信
販
売
」
に
該
当
す
る
も

の
は
、
カ
タ
ロ
グ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

（
新
聞
広
告
・
雑
誌
広
告
・
投
げ

込
み
チ
ラ
シ
・
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
等
の
紙
ベ
ー
ス
の
広
告
）ラ
ジ

オ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
サ
イ
ト
・
勧
誘
メ
ー
ル
等
の
電

子
画
面
等
に
よ
る
広
告
）な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
広
告
を
見
て
消
費
者

が
申
し
込
む
た
め
、
不
意
打
ち
性

の
な
い
取
引
と
し
て
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
制
度
（
無
条
件
解
約
）

の
適
用
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
「
通
信
販
売
」
に
は
返
品
特
約

が
あ
り
ま
す
が
、
返
品
を
認
め
る

か
認
め
な
い
か
、
返
品
期
間
や
返

品
費
用
等
は
業
者
に
委
ね
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
返
品
送
料

は
消
費
者
負
担
が
原
則
で
、
返
品

不
可
を
う
た
っ
て
い
る
業
者
も
存

在
し
ま
す
。 

　
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
は
、

番
組
内
で
返
品
の
可
否
や
取
引
条

件
を
正
確
に
把
握
で
き
な
い
ほ
か
、

商
品
の
利
点
ば
か
り
を
強
調
し
紹

介
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
テ
レ

ビ
の
印
象
と
違
う
等
が
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
利
用

す
る
際
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う 

＊
申
し
込
む
前
に
、
商
品
の
特
性

や
使
用
上
の
制
限
、
返
品
特
約

に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

＊
注
文
の
際
に
、
販
売
業
者
の
住

所
や
電
話
番
号
、
注
文
日
、
商

品
名
、
金
額
、
届
く
時
期
等
の

記
録
を
残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

　
商
品
が
届
い
た
ら
、
直
ち
に
商

品
を
確
認
し
、
不
具
合
等
が
あ
っ

た
場
合
は
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

       

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
 

ト
ラ
ブ
ル
 

８ 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 



９ 

　５月２９日（月）にボンマルシェ福崎店で、福崎町防

犯指導委員会主催による「春の防犯キャンペーン」 

を、福崎警察署と福崎防犯協会の協力を得て実施し 

ました。 

　現在、振り込め詐欺や空き巣などが多発しています。

防犯意識を高め、みんなが注意し合い、犯罪のない

明るい福崎町にしましょう。 

（住民生活課） 

　６月１２日（月）、水道週間の取り組みとして、第２

体育館で管工事業協同組合主催の技術講習会が開催

され、上下水道課職員と水道技術関係者が参加しま

した。 

　講習会では、多くの水道本管で使用されている耐

震性鋳鉄管の接合実習の他、安全講習ビデオによる

危機意識の向上を図りました。 

　今後発生が予想される大規模災害においても、安

心安全な水を絶やすことなく供給できるよう、知識

と技術の向上に励んでいきます。　　（上下水道課） 

～安定した給水確保のために～ 
水道技術講習会を実施 

　仮設トイレのくみ取り料金が、平成２９年１０月１日か

ら変更になります。 

　工事・建築現場や、村の祭りなどの行事で使用する

仮設トイレについては、下記のとおり、くみ取り量に

関わらず定額となります。 

仮設トイレのくみ取り料金が 
１０月１日から変更になります 

　平成２９年１０月１日から、くれさかクリーンセンター

へごみ類を直接持ち込むときの搬入方法が変更となり

ます。 

くれさかクリーンセンターへの 
直接持ち込みごみ 

搬入方法変更のお知らせ 

１基あたり 

中間くみ取り ２,０００円 

３,０００円 
最終くみ取り 
（撤去時） 

（住民生活課） 

問い合わせ先　住民生活課（内線３７２・３７３） 

１．一般家庭から出た生活系ごみ 

○事前に住民生活課で申請が必要です。 
　無料で搬入するためには「処理手数料減免申
請書」が必要です。事前に印鑑を持って住民生
活課までお越しください。 
≪注意！≫ 
　減免申請書がない場合、くれさかクリーンセ
ンターへの直接搬入は有料となります。 

２．個人で行った家屋解体に伴うごみ 

○事前に住民生活課で申請が必要です。 
「一般廃棄物処理申出書」と「処理手数料減免
申請書」が必要です。事前に印鑑を持って住民
生活課までお越しください。 

３．剪定くず 

○手続きは不要です。 
１０kgあたり１００円で搬入できます。 

４．事業活動に伴うごみ 

○手続きは不要です。 
１０kgあたり１００円で搬入できます。 



国民健康保険のお知らせ 国民健康保険のお知らせ 【問い合わせ先　健康福祉課　国保医療係（内線３５５）】 

　
７
月
下
旬
に
国
民
健
康
保
険
に

加
入
の
７０
歳
〜
７４
歳
の
方
に
高
齢

受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。 

　
高
齢
受
給
者
証
を
保
険
証
と
あ

わ
せ
て
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ

と
で
、
昭
和
１９
年
４
月
１
日
以
前

生
ま
れ
の
方
は
一
部
負
担
額
が
１

割
、
昭
和
１９
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
方
は
２
割
（
現
役
並
み
所

得
の
方
は
３
割
）
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
び
郵
送
す
る
証
は
平
成
２８

年
中
の
所
得
等
に
よ
り
算
出
し
た

一
部
負
担
金
割
合
を
記
載
し
て
い

ま
す
。
８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き

ま
す
の
で
医
療
機
関
に
か
か
る
時

は
窓
口
で
保
険
証
と
あ
わ
せ
て
ご

提
示
く
だ
さ
い
。 

  

　
高
齢
受
給
者
証
は
誕
生
日
の
翌

月
か
ら
の
使
用
と
な
り
ま
す
。（
各

月
１
日
が
誕
生
日
の
方
は
誕
生
月

か
ら
）
使
用
が
可
能
と
な
る
月
の

前
月
下
旬
に
該
当
の
方
に
送
付
し

ま
す
。 

     

　
８
月
か
ら
新
し
く
平
成
２８
年
中

の
所
得
等
で
算
出
す
る
認
定
証
が

発
行
で
き
ま
す
。
入
院
ま
た
は
高

額
に
な
る
外
来
診
療
の
際
に
、
こ

の
証
と
保
険
証
を
同
時
に
医
療
機

関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
１
つ
の

医
療
機
関
等
に
お
い
て
１
か
月
の

保
険
内
診
療
分
に
か
か
る
自
己
負

担
が
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。 

 ﹇
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
﹈ 

交
付
対
象
者
　
７５
歳
未
満
の
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
方 

　
こ
の
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す

る
と
入
院
時
の
食
事
代
も
減
額
さ

れ
ま
す
。
証
の
発
効
期
日
（
申
請

月
の
１
日
）
か
ら
食
事
代
が
減
額

に
な
り
ま
す
の
で
申
請
は
お
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。 

﹇
限
度
額
適
用
認
定
証
﹈ 

交
付
対
象
者
　
７０
歳
未
満
の
住
民

税
課
税
世
帯
の
方 

※
７０
歳
〜
７４
歳
の
方
は
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
の
み
交
付
対
象

と
な
り
ま
す
。 

　
申
請
は
８
月
１
日
以
降
に
お
願

い
し
ま
す
。 

申
請
に
必
要
な
も
の 

・
認
定
証
を
必
要
と
さ
れ
る
方
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証 

・
印
鑑 

 

保
険
税
に
滞
納
の
あ
る
方
は
こ

の
制
度
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

納
税
相
談
は
お
早
め
に
！ 

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担 

額
減
額
認
定
証
」「
限
度 

額
適
用
認
定
証
」
が
必
要 

な
方
は
必
ず
申
請
を
　

　 

新
た
に
７０
歳
に
な
ら
れ
た
方
へ 

７０
歳
〜
７４
歳
の
方
に 

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す 

１０ 

臨時福祉給付金（経済対策分） 
申請の受付は８月３１日（木）までです。 

申請は 
お済みですか 

　
８
月
か
ら
７０
歳
以
上
の
方
の
高

額
療
養
費
の
上
限
額
が
次
の
と
お

り
変
更
に
な
り
ま
す
。 

　
高
額
療
養
費
は
、
ひ
と
月
に
支

払
っ
た
医
療
費
が
高
額
に
な
り
、

決
め
ら
れ
た
上
限
額
を
超
え
た
場

合
に
上
限
額
を
超
え
て
支
払
っ
た

分
を
払
い
戻
す
制
度
で
、
上
限
額

は
個
人
も
し
く
は
世
帯
の
所
得
に

応
じ
て
決
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
適
用
区
分
は
被
保
険
者
証
、
高

齢
受
給
者
証
、
限
度
額
適
用
認
定

証
な
ど
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

詳
し
く
は
ご
加
入
の
健
康
保
険
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

７０
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
へ 

高
額
療
養
費
の
上
限
額
が
変
わ
り
ま
す 

※１　世帯収入の合計額が５２０万円未満（１人世帯の場合は３８３万円未満）の

場合や、「旧ただし書所得」の合計額が２１０万円以下の場合も含みます。 

※２　過去１２か月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から「多

数回」該当となり、上限額が下がります。 

７０歳以上の方の上限額（月ごと） 

適用区分 

平成２９年７月まで 

外来＋入院 
（世帯ごと） 

８０,１００円 
＋（医療費－２６７,０００円）×１％ 
〈多数回４４,４００円※２〉 

現
役
並
み 

一
　
般 

住
民
税
非
課
税 

課税所得 
１４５万円以上 

課税所得 
１４５万円未満 
（※1） 

Ⅰ住民税非課税世帯 
（年金収入８０万円 
　以下など） 

Ⅱ住民税非課税世帯 

外来 
（個人ごと） 

４４,４００円 

１２,０００円 ４４,４００円 

２４,６００円 

１５,０００円 
８,０００円 

平成２９年８月から 

外来＋入院 
（世帯ごと） 

８０,１００円 
＋（医療費－２６７,０００円）×１％ 
〈多数回４４,４００円※２〉 

外来 
（個人ごと） 

５７,６００円 

１４,０００円 
〈年間上限 
１４４,０００円〉 

５７,６００円 
〈多数回４４,４００円※２〉 

２４,６００円 

１５,０００円 
８,０００円 



後期高齢者医療制度のお知らせ 後期高齢者医療制度のお知らせ 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
料
を
決
め
る
基
準
で
あ
る
保

険
料
率
は
２
年
ご
と
に
見
直
さ

れ
ま
す
。
７
月
中
旬
に
「
平
成

２９
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
額
決
定
通
知
書
」
を
送
付
し

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

保
険
料
の
支
払
方
法 

①
年
金
か
ら
の
お
支
払
い 

　
【
特
別
徴
収
】 

　
特
に
手
続
き
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

　
申
し
出
に
よ
り
口
座
振
替
に

よ
る
支
払
い
に
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

②
口
座
振
替
や
納
付
書
で
の 

　
お
支
払
い
【
普
通
徴
収
】 

　
年
金
の
受
給
額
が
年
額
１８
万

円
未
満
の
方
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
と
介
護
保
険
料
の
合

計
額
が
年
金
受
給
額
の
２
分
の

１
を
超
え
る
方
が
対
象
で
す
。

原
則
、
７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
、
毎
月
月
末
を
納
期
限
と
し

て
、
９
期
に
分
け
て
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。 

    

保
険
料
の
計
算
方
法 

　
年
間
の
保
険
料
は
一
人
ひ
と

り
が
等
し
く
負
担
す
る
「
均
等

割
額
」
と
前
年
の
所
得
に
応
じ

て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」
の

合
計
と
な
り
ま
す
。 

　
被
保
険
者
証
の
更
新
時
期
は

毎
年
８
月
１
日
で
す
。
７
月
下

旬
に
簡
易
書
留
で
新
し
い
被
保

険
者
証
を
送
付
し
ま
す
。
８
月

１
日
か
ら
は
新
し
い
被
保
険
者

証
を
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
の

納
付
状
況
に
よ
っ
て
は
有
効
期

限
が
短
い
被
保
険
者
証
（
短
期

被
保
険
者
証
）
を
送
付
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
付
が

困
難
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
早

め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
同

一
世
帯
内
の
被
保
険
者
の
平
成

２８
年
中
の
所
得
に
よ
り
算
出
さ

れ
た
平
成
２９
年
度
の
住
民
税
課

税
所
得
と
平
成
２８
年
中
の
収
入

額
（
１
月
か
ら
７
月
ま
で
は
平

成
２７
年
）
を
も
と
に
計
算
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
世
帯
状
況
の

異
動
や
所
得
の
更
正
に
よ
り
、

随
時
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

   

　
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課

税
の
方
は
認
定
証
を
提
示
す
る

こ
と
で
、
医
療
機
関
ご
と
に
１

か
月
間
に
支
払
う
自
己
負
担
額

が
、
外
来
・
入
院
と
も
区
分
に

応
じ
た
限
度
額
ま
で
と
な
り
、

入
院
時
の
食
事
代
に
つ
い
て
も

減
額
さ
れ
ま
す
。（
柔
道
整
復
、

鍼
灸
、
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

施
術
な
ど
は
除
く
。
） 

　
認
定
証
の
更
新
時
期
は
毎
年

８
月
１
日
で
す
。
現
在
、
減
額

認
定
証
を
お
持
ち
で
８
月
以
降

も
引
き
続
き
対
象
と
な
る
方
に

は
、
７
月
下
旬
に
新
し
い
減
額

認
定
証
を
被
保
険
者
証
と
い
っ

し
ょ
に
送
付
し
ま
す
。 

　
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課

税
の
方
で
減
額
認
定
証
の
申
請

を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
健

康
福
祉
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。 

申
請
に
必
要
な
も
の 

・
必
要
と
さ
れ
る
方
の
保
険
証 

・
印
鑑 

・
来
ら
れ
る
方
の
身
分
証 

 

問
い
合
わ
せ
先 

・
資
格
に
関
す
る
こ
と 

健
康
福
祉
課（
内
線
３
５
５ 

・
３
５
６
・
３
７
９
） 

・
保
険
料
に
関
す
る
こ
と 

　
　
税
務
課
（
内
線
３
４
２
） 

・
兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
事
務
局
（
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
） 

　
　
０
７
８
・
３
２
６
・
２
０
２
１ 

保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す 

新
し
い
被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す 

※総所得金額等とは収入額から控除額を引いた金額です。（ここでいう控除額とは、公的年金等控除額、
給与所得控除額、必要経費のことをいい、所得控除（社会保険料控除、扶養控除等）は含みません） 

（平成２８年中（１～１２月）の 
総所得金額等（※） 
　－　３３万円）×　１０.１７％ 

平成２９年度保険料額 
（最高限度額５７万円） 

②所得割額 

４８,２９７円 

①均等割額 ①＋② 

＋ ＝ 

し
ん
き
ゅ
う 

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額 

減
額
認
定
証
　
　
　
　
　
　 

　サマージャンボ宝くじの収益金は、県内市町

のより良いまちづくりに活用されています。 

　収益金は各都道府県の販売実績などに応じて

交付されますので、ぜひ兵庫県内の宝くじ売り

場でお買い求めください。 

7月18日（火）発売　　　 
発売期間　７月１８日（火）～８月１０日（木） 

抽せん日　８月２０日（日） 

問い合わせ先　（公財）兵庫県市町村振興協会 

　　　　　　　　０７８（３２２）１１５１ 

１１ 



介護保険のお知らせ 介護保険のお知らせ 【問い合わせ先　健康福祉課　介護保険係（内線３５２・３６４）】 

　
高
齢
化
が
進
み
介
護
費
用
や
保

険
料
が
増
大
す
る
な
か
、
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
る
方
と
利
用
し

て
い
な
い
方
と
の
公
平
や
、
負
担

能
力
に
応
じ
た
負
担
を
お
願
い
す

る
観
点
か
ら
、
平
成
２９
年
８
月
か

ら
負
担
の
上
限
が
次
の
と
お
り
変

わ
り
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
長

期
に
利
用
し
て
い
る
方
に
配
慮
し
、

同
じ
世
帯
の
６５
歳
以
上
の
方
全
員

（
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い

方
を
含
む
）の
利
用
者
負
担
割
合

が
１
割
の
世
帯
は
、
年
間
を
通
し

て
の
負
担
額
が
増
え
な
い
よ
う
調

整
さ
れ
ま
す
。
（
３
年
間
の
時
限

措
置
） 

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の 

上
限
額
が
変
わ
り
ま
す 
　
現
在
お
持
ち
の
介
護
保
険
負
担
割
合
証
（
白
色
）
の
有
効
期

限
は
７
月
３１
日
で
す
。
平
成
２９
年
度
の
所
得
判
定
後
、
８
月
１

日
か
ら
翌
年
の
７
月
３１

日
ま
で
有
効
の
負
担
割

合
証
を
７
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。
介
護
保
険

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
際
に
、
事
業
所
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
旧
負
担
割
合

証
は
有
効
期
限
終
了
後

に
健
康
福
祉
課
へ
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。
返
信

用
封
筒
を
同
封
し
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

新
し
い
負
担
割
合
証
を
送
付
し
ま
す 

いいえ 

いいえ は　い 

判定基準 

年金収入＋その他の合計所得金額が 
・単身世帯の場合２８０万円以上 
または 
・６５歳以上の人が２人以上いる 
　世帯の場合３４６万円以上 

※利用者の負担額には、１か月の上限額（高額介護サ
ービス費）があるため、自己負担がすべて２倍にな
るわけではありません。 

本人の合計所得金額が１６０万円以上 

２割負担 １　割　負　担 

は　い 

見 本 

１２ 

「夏の交通事故防止運動」 

　夏はレジャーなどにより、交通の流れ、交

通量が変化し、事故が起こりやすい季節です。

交通事故にあわないよう十分に注意し、交通

ルールを守り正しい交通マナーの実践を心が

けましょう。 

○飲酒運転は絶対にしないでください。  

○全ての座席でシートベルト・チャイルドシ

ートを正しく着用してください。  

○夕暮れ時に自動車・自転車を利用する場合 

　は、早めのライト点灯を心がけ、歩行者は

反射材などを身につけてください。  

○運転中に携帯電話を使用しないでください。 

７月１５日（土）～２４日（月） 

※「世帯」とは、住民基本台帳上の世帯員で、介護サービスを利用した方全員

の負担の合計の上限額を指します。 

※「個人」とは、介護サービスを利用したご本人の負担の上限額を指します。 

月々の負担の上限額 

対象となる方 

世帯のどなたかが市区町村 
民税を課税されている方 

世帯の全員が市区町村民税 
を課税されていない方 

生活保護を受給している方等 

前年の合計所得金額と公 
的年金収入額の合計が年 
間８０万円以下の方等 

平成２９年７月まで 

４４，４００円（世帯） 

３７，２００円（世帯） 

２４，６００円（世帯） 

２４，６００円（世帯） 

１５，０００円（個人） 

１５，０００円（個人） 

現役並み所得者に相当する 
方がいる世帯の方 

４４，４００円（世帯） 

２４，６００円（世帯） 

２４，６００円（世帯） 

１５，０００円（個人） 

１５，０００円（個人） 

４４，４００円（世帯）【見直し】 

平成２９年８月から 

※同じ世帯の全ての６５歳以上の方（サ
ービスを利用していない方を含む）
の利用者負担割合が１割の世帯に
年間上限額４４６，４００円（３７，２００円×
１２ヶ月）を設定 
　（３年間の時限措置） 



１３ 

障がいのある方対象 
NHK放送受信料の免除 

　免除基準に該当する場合は、ＮＨＫ放送受

信料の免除が受けられます。 

【全額免除】 

　障害者手帳所持者を含む、世帯全員が市

町村民税（住民税）非課税の場合 

【半額免除】 

　次の方が世帯主の場合 

　●視覚または聴覚の障害者手帳所持者 

　●重度障害者 

　　・身体障害者手帳（１級または２級）所持者 

　　・療育手帳（Ａ）所持者 

　　・精神障害者保健福祉手帳（１級）所持者 

問い合わせ先　健康福祉課（内線３６５） 

障がい者等の日常生活用具給付事業 
対象品目追加のお知らせ 

　在宅の障がい者（児）の日常生活の利便を図るた
め給付する日常生活用具の給付品目を追加しました。 
　なお、支給には一定の要件がありますので、購
入する前に事前にご相談のうえ申請してください。 
【新規追加項目】 
●視覚障害者用地上デジタル対応ラジオ 
性能　テレビ音声及びAM・FM放送を受信する

機能を有し、かつ災害時の緊急放送を受
信するもので、視覚障害者（児）が容易に
使用できるもの 

　基準額　２９，０００円 
　対象者　１、２級の視覚障害者（児） 
　　　　　（原則として学齢児以上） 
　耐用年数　６年 
問い合わせ先　健康福祉課（内線３５３） 

地域包括ケアシステム構築を目指して平成２８年度から開始 地域包括ケアシステム構築を目指して平成２８年度から開始 

～今、そして将来にわたり、誰もが安心して暮らせる福崎町に～ ～今、そして将来にわたり、誰もが安心して暮らせる福崎町に～ 
地 域 支 え 合 い 会 議  地 域 支 え 合 い 会 議  地 域 支 え 合 い 会 議  

地域支え合い会議とは？ 
　少子高齢社会といわれて久しく、２０１５年では男性の平均寿命は８０.７９歳、女性は８７.０７歳となりました。さ
らに２０２５年には６５歳以上の５人に１人が認知症になると言われています。しかし、少子化により、２０５０年に
は「１人の高齢者」を支える「若い世代は１人」になるといわれ、介護の担い手として若い人に頼ることは難
しく、元気な高齢者も支え手となるような仕組みづくりが求められます。 
　そこで、現在だけでなく、次世代わたって誰もが安心して住みなれた場所で暮らせるよう、地域の支え合い
体制づくりに自治会、福崎町、社会福祉協議会が共に取り組むのが“地域支え合い会議”です。２年目となる
平成２９年度は、自立支援に向けての体制づくりに取り組みます。 

　地域の支え合いで大切なのは、向こう三軒
両隣のお付き合いです。この体制を作るために、
まずは災害が発生したときに自分だけでは避
難行動を起こしにくい方に、３人の地域支援
者を決める「災害時要援護者登録台帳」の整
備を進めています。 
＊「災害時要援護者登録台帳」の整備は、自治
会の取り組みとして行っていただきました。 
＊個人情報は、究極の権利利益である「生命
や身体の安全」を守るために、その重要性
を十分認識し、適切に取り扱うことで見守
り活動を効果的に推進することが重要です。 

●災害時の声かけなどの支援や日常的な見守り等を希望
される場合 
　自治会の民生委員児童委員・隣保長・協議員等にご相談
ください。「災害時要援護者登録台帳」の登録には、支
援に必要な個人情報を必要最小限記入していただきます。 
●あなたも要援護者を支える“地域支援者”に！ 
　各地域支援者には若い人でなくてもなれます。日中は
若い人は留守のことが多く、「避難しよう」の声かけは
高齢者でも可能です。お互いが支援者であり要援護者で
あることも考えられます。 
　民生委員児童委員・自治会役員等から依頼がありまし
たら、地域支え合い体制づくりの趣旨をご理解いただき、
ご協力をお願いします。 

平成２８年度　 
　地域支え合い会議のご報告 

地域支え合い体制づくりに向けて 



　
松
岡
家
の
兄
弟
た
ち
は
、
自
分

た
ち
の
進
ん
だ
道
で
、
そ
れ
ぞ
れ

多
大
な
業
績
を
残
し
ま
し
た
。
彼

ら
を
産
み
、
育
て
た
母
親
の
名
は
、

松
岡
た
け
。
彼
女
は
い
っ
た
い
、

ど
ん
な
女
性
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
今
回
は
、
松
岡
兄
弟
た
ち
の

母
た
け
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。 

　
た
け
は
、
天
保
１１
年（
１
８
４

０
）、
北
条（
現
加
西
市
北
条
町
）

に
あ
っ
た
尾
芝
家
と
い
う
、
医
者

の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
　
川
の

松
岡
家
に
嫁
い
だ
の
は
、
安
政
６

年
（
１
８
５
９
）
の
こ
と
。
た
け

の
話
に
よ
れ
ば
、
松
岡
家
に
縁
付

く
以
前
、
姫
路
藩
の
家
老
の
家
に

奉
公
に
出
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た

そ
う
で
す
。 

　
た
け
の
夫
と
な
っ
た
松
岡
操
は
、

学
問
以
外
の
こ
と
に
興
味
の
な
い
、

ど
こ
か
世
間
離
れ
し
た
人
で
、
体

も
あ
ま
り
丈
夫
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
ん
な
夫
を
支
え
、
子

ど
も
を
育
て
、
一
家
を
切
り
盛
り

す
る
の
は
、
並
大
抵
の
苦
労
で
は

な
か
っ
た
は
ず
で
す
。 

　
柳
田
國
男
は
、『
故
郷
七
十
年
』

の
中
で
、
母
親
と
の
思
い
出
に
触

れ
、
自
分
が
、
周
囲
か
ら
か
ら
か

わ
れ
る
ほ
ど
母
親
に
べ
っ
た
り
と

く
っ
つ
い
て
い
た
子
ど
も
で
あ
っ

た
と
回
想
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ

え
に
、
母
親
の
苦
労
も
よ
く
見
知

っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
そ
ん
な
國
男
が
特
に
印
象
深
い

思
い
出
と
し
て
語
っ
て
い
る
の
が
、

た
け
に
よ
る
、
夫
婦
げ
ん
か
の
仲

裁
で
し
た
。 

　
た
け
の
も
と
に
は
、
し
ば
し
ば

夫
と
言
い
争
い
を
し
た
女
性
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
た
け
は
、
そ
こ

で
女
性
の
愚
痴
を
聞
き
、
色
々
と

言
い
な
だ
め
て
、
最
後
に
は
笑
顔

で
家
に
帰
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

こ
の
た
め
、
た
け
に
恩
義
を
感
じ

る
人
も
多
く
、
自
然
、
そ
の
子
ど

も
で
あ
る
國
男
た
ち
も
可
愛
が
ら

れ
、
と
あ
る
宿
屋
で
は
客
の
少
な

い
と
き
に
、
國
男
た
ち
に
風
呂
を

使
わ
せ
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。（
「
夫
婦
喧
嘩
の
仲
裁
」「
母

の
長
所
」
） 

　
ま
た
、
た
け
自
身
は
、
学
問
に

通
じ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
記
憶
力
が
よ
く
、

家
族
や
書
生
が
書
物
を
読
ん
で
い

る
の
を
耳
で
聞
い
て
覚
え
、
間
違

っ
た
読
み
方
を
す
る
と
、
そ
れ
を

指
摘
し
た
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
、

計
算
も
得
意
で
、
複
雑
な
計
算
も

全
て
暗
算
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

（
井
上
通
泰
「
嗚
呼
我
父
母
」
） 

　
國
男
を
は
じ
め
と
し
て
、
松
岡

家
の
兄
弟
た
ち
が
書
き
残
し
た
、

両
親
に
つ
い
て
の
文
章
を
見
て
み

る
と
、
学
問
の
こ
と
以
外
は
無
頓

着
で
お
お
ら
か
な
父
親
と
、
学
問

の
素
養
は
な
い
け
れ
ど
も
、
日
常

の
礼
儀
作
法
に
厳
し
く
、
気
の
強

い
母
親
と
い
う
、
対
照
的
な
夫
婦

の
姿
は
、
兄
弟
全
員
が
認
め
る
と

こ
ろ
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

　
そ
ん
な
た
け
も
、
一
家
で
関
東

に
移
り
住
ん
で
か
ら
は
、
少
し
ず

つ
弱
っ
て
い
き
ま
し
た
。
知
り
合

い
も
少
な
く
、
ま
た
言
葉
や
風
習

の
違
い
も
あ
り
、
　
川
で
暮
ら
し

て
い
た
頃
の
よ
う
に
は
、
ふ
る
ま

え
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
す
。 

　
明
治
２９
年
（
１
８
９
６
）
６
月

初
旬
の
こ
と
。
た
け
は
、
東
京
の

親
戚
宅
に
滞
在
中
、
脳
卒
中
を
起

こ
し
て
倒
れ
ま
し
た
。
家
族
は
相

談
の
上
、
船
を
用
意
し
、
２
日
が

か
り
で
利
根
川
を
伝
っ
て
、
た
け

を
布
佐
（
現
千
葉
県
我
孫
子
市
）

の
自
宅
ま
で
連
れ
帰
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
懸
命
の
看
病
の
甲
斐
な

く
、
お
よ
そ
半
月
後
の
７
月
８
日

に
た
け
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
と
き
、
國
男
は
看
病
疲

れ
の
た
め
に
病
気
に
な
っ
て
し
ま

い
、
し
ば
ら
く
銚
子（
現
千
葉
県

銚
子
市
）で
療
養
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、

日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
を
た
け
に

頼
り
切
っ
て
い
た
操
に
と
っ
て
、

そ
の
死
は
大
き
な
衝
撃
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、

後
を
追
う
か
の
よ
う
に
操
も
亡
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
（
「
両

親
の
急
逝
」
）。 

　
今
、
松
岡
夫
妻
の
墓
は
、
千
葉

県
我
孫
子
市
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ

に
刻
ま
れ
た
墓
碑
に
は
、
た
け
に

つ
い
て
、 

聡
敏
彊
記
に
し
て
、
侠
気
有
り
、

し
ば
し
ば
人
を
救
う（
原
漢
文
） 

（
意
訳
・
頭
が
良
く
、
記
憶
力

が
優
れ
て
お
り
、
困
っ
て
い
る

人
を
見
過
ご
せ
な
い
性
格
で
、

よ
く
人
を
助
け
た
） 

と
記
し
て
あ
り
ま
す
。 

　
松
岡
兄
弟
が
、
生
涯
に
多
く
の

業
績
を
残
せ
た
背
景
に
、
松
岡
家

に
受
け
継
が
れ
て
き
た
学
問
的
環

境
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
、
学

問
に
は
通
じ
て
い
な
く
と
も
、
夫

に
代
わ
っ
て
松
岡
家
を
守
り
、
子

ど
も
た
ち
を
立
派
に
育
て
上
げ
た
、

た
け
も
ま
た
、
松
岡
兄
弟
を
語
る

上
で
は
ず
せ
な
い
存
在
な
の
で
す
。 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
員
　 

井
上
　
舞

 

松
岡
兄
弟
の
母 

第２７話 

み
さ
お 

か
わ
い 

あ

あ

わ

が

ふ

ぼ

 

ふ
　
さ 

あ
　
び
　
こ 

か
　
い 

ち
ょ
う
し 

そ
う
び
ん
き
ょ
う
き 

き
ょ
う
き 

松岡操夫妻の墓（右）、左は鼎の墓 

１４ 

松岡たけ肖像画（個人蔵） 



★子育て情報は福崎町ホームページでもご覧になれます。アドレスhttp://www.town.fukusaki.hyogo.jp
★おひさまらんど、にこにこひろばでは、幼児園園庭でも遊べます。（受付必要。） 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 
文化センター2階 

　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 
田原幼児園内 

　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

７月１８日（火）・８月２９日（火）　１０：００～１４：００ 

場所：文化センター　２階　和室 

個別相談員：大内和惠 

個別相談 

申込は下記の 
３施設で受付 
します 

１５ 

おんがくあそびの会【ドレミ】 
７月１３日（木）１０：００～１１：００　八千種研修センター 
絵本とおはなしの会【ぐりとぐら】 
８月３日（木）１０：００～１０：４０ 
　文化センター　２階　和室 
・問い合わせはともだちひろばへ。申込は不要です。 

　子どものねがい（要求）はかなえてあげたい！
でもこれってワガママな子になるのかな？ 
 子どもの要求への応え方についてみんなで考えて
みましょう。 
日時　８月２２日（火）　１０：００～１１：３０ 
場所　文化センター　１階　和室 
おやつ　ふるふる桃の寒天・番茶 
申込先　ともだちひろば　８月１８日（金）締切 
☆食物アレルギーのある方はお知らせください。 
☆おやつ代として１人５０円が必要です。 

　老人クラブの方と一緒に短冊に願いごとを書い
たり、親子で七夕会を楽しみましょう。 
日時　８月４日（金）　１０：００～１１：００ 
場所　福崎幼児園　遊戯室 
対象　未就園の子どもとその家族 
申込先　おひさまらんど 
定員　３０組（先着順）※７/1１（火）から受付。 

日時　８月２日（水）　１０：３０～１１：３０（受付１０：１５～） 
場所　エルデホール　メインホール 
　・夏休み中の開催です。親子でご一緒にどうぞ。 
　・申し込みは不要です。 

日時　７月２７日（木）　１０：００～（受付９：４５～） 
場所　福崎幼児園　遊戯室 
演奏　牛尾奈津美さん、玉置真梨さん 
対象　就学前の子どもとその家族 
申込先　子育て支援センター（おひさまらんど） 
※夏休み中です。みなさんお揃いでお越しください。 

小さなお友達も大歓迎！！ 

　身近な材料を使って水あそび 
のおもちゃを作り、ご家族で川 
遊びを楽しみませんか？小さな 
お友達も大歓迎です。 
日時　８月１９日（土）　１０：００～１１：３０（受付９:４５） 
場所　青少年野外活動センター 
　　　※現地集合、雨天中止 
対象　就学前の子どもとその家族 
申込先　にこにこひろば 
持ち物　四角いペットボトル（９００　）1本、 
　プリンかゼリーのカップ１個、水筒、タオル、 
　着替え、濡れてもいいくつ（親子とも） 

　おひさまらんどで、水遊びを楽しみませんか。７

月中旬から、お天気の良い日にプールを用意してい

ます。水着、着替え、タオル等各自でご持参ください。 

※体調の悪い時や湿疹等、肌に異常のある場合はご

遠慮ください。 

※お子さんの体調には十分ご注意ください。 



農業委員会

農業委員会 
だより 

　
福
崎
町
農
業
委
員
会
は

５
月
１９
日
、
兵
庫
県
森
林

動
物
研
究
セ
ン
タ
ー
で
視
察
研

修
を
行
い
ま
し
た
。 

　
セ
ン
タ
ー
は
丹
波
市
青
垣
町

に
平
成
１９
年
に
設
立
さ
れ
た
県

の
機
関
で
、
動
物
種
や
課
題
ご

と
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
み
、

県
立
大
学
研
究
員
と
専
門
員
が

連
携
し
な
が
ら
、
調
査
研
究
や

普
及
啓
発
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
イ
ノ

シ
シ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
な
ど
の

野
生
動
物
や
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど

の
外
来
種
に
よ
る
農
作
物
の
食

害
の
解
決
、
ま
た
、
野
生
動
物

の
適
切
な
保
護
管
理
を
目
指
し

て
い
ま
す
。 

　
当
日
は
、
セ
ン
タ
ー
の
森
林

動
物
専
門
員
か
ら
、
「
獣
害
に

強
い
集
落
作
り
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業
被

害
の
状
況
、
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
の

生
態
、
県
内
の
分
布
状
況
、
獣
害

対
策
の
基
本
的
な
考
え
方
、
防
護

柵
の
種
類
と
設
置
方
法
、
適
切
な

有
害
鳥
獣
捕
獲
の
推
進
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
受
け
、
質
疑
応

答
を
行
い
ま
し
た
。 

　
今
後
、
農
業
委
員
会
と
し
て
も
、

野
生
動
物
の
生
息
場
所
に
も
な
る

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
努
め
、
農

業
被
害
の
軽
減
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。 

 

農
業
委
員
会
事
務
局 

農
林
振
興
課
内 

（
内
線
３
１
３
・
３
１
４
） 

福
崎
町
農
業
委
員
会 

視
察
研
修
会
を
実
施 

１６ 

④雨、風が強くなったら（1） 台風や豪雨は、襲来時期や規模をある程度予測することができ ます。天気予報やインターネットなどを活用して、事前に情報 
を収集するようにしましょう。 

地震 火災 から身を守る 風水害 

気象庁の気象警報・注意報　http://www.jma.go.jp/jp/warn/

気象警報や注意報から情報を集める 
　土砂災害や河川など氾濫の危険がある場合は、気象庁が発表する大雨に関する情報

を収集するようにしましょう。「大雨特別警報」や「記録的短時間大雨情報」、「土砂

災害警戒情報」が発せられたときは、極めて危険なので、すぐに避難するようにしま

しょう。 

　数年に一度の大雨
が予想された場合に
発表します。直ちに命
を守る行動をとってく
ださい。 

　数年に一度しかないような短時
間の大雨が予想されたときに発表。
この情報が発表されたときは、その
大雨が災害の発生につながる事態
を意味しています。 

　大雨により土砂災害の危険度が高まった場合、
市町を特定し県と気象台が共同で発表します。
町長が避難勧告等の災害応急対応を適時適切に
行えるよう、また、住民の自主避難の判断等に利
用できることを目的としています。 

大雨特別警報 記録的短時間大雨情報 土砂災害警戒情報 

◆雨の強さと降り方 
１時間雨量（㎜） 

１０以上２０未満 やや強い雨 

強い雨 

激しい雨 

非常に激しい雨 

猛烈な雨 

地面からの跳ね返りで足元がぬれる。長く降り続くときは注意が必要 

傘を差していてもぬれる。側溝や下水、小川があふれ、小規模のがけ崩れが起こる 

道路が川のようになる。山崩れやがけ崩れが起きやすくなる。危険地帯では避難の準 
備が必要 

視界が悪くなり車の運転は危険。マンホールから水が噴出。土石流が起こりやすい 

大規模な災害が発生する恐れが強い。厳重な注意が必要 

２０以上３０未満 

３０以上５０未満 

５０以上８０未満 

８０以上 

予報用語 想定される被害 



１７ 

　今年も夏休みの勉強対策として、“自習室”を
開放します。 
　みなさん参加して、勉強を頑張りましょう！ 
★前期★ 
　■八千種県民交流広場 
　　７月３１日（月）～８月４日（金）９:００～１１:００ 
　■高岡県民交流広場 
　　８月１日（火）～３日（木）・８日（火）・９日（水） 
　　１０:００～１２:００ 
★後期★ 
　■田原県民交流広場 
　　８月７日（月）～１１日（金）９:００～１１:００ 
　■福崎県民交流広場 
　　８月７日（月）～１１日（金）１０:００～１２:００ 
＊自習する中でわからない点は、サマースクール
の指導員からアドバイスが受けられます。どん
どん力を伸ばしましょう！ 
＊指導員も募集しています。ご協力いただける方
は、ぜひご連絡ください。 
問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 

小学４・５・６年生へのおさそい 

夏休みのふるさと学習は三木家におまかせ！！ 

三木家住宅探検 
～三木家で学ぶ昔のくらし～ 

★参加無料★ 
各回１５人限定 
要申込 

　三木家の建物に隠された謎や秘密 

を、建築の専門家といっしょに探検 

します。三木家の歴史や昔のくらし 

についても、わかりやすく学べ、夏 

休みのふるさと学習に役立つ 

内容です。 

※小・中学生対象 

■日時：７月２３日（日） 

　　　　１回目　９：３０～（小学生向け） 

　　　　２回目　１１：００～（中学生向け） 

■講師：尾瀬耕司さん（神戸建築文化財研究所） 

■定員：各回とも１５人（先着順） 

■申込方法：福崎町教育委員会社会教育課（内線

２５６）へ電話でお申し込みください。 

■締切：７月１８日（火） 

　　　　※定員になり次第締め切ります。 

▲
 ▲
 

日時　８月４日（金）１３:３０～ 

場所　生活科学センター 

対象　小学生およびその保護者 

　　　（４年生までは必ず保護者同伴） 

内容　リサイクル用紙や牛乳パックを使ってハ

ガキをつくります。 

講師　福崎町消費者の会 

参加費　１００円 

持参物　筆記用具、水筒 

募集人数　２０組（先着順） 

申込締切　７月２６日（水） 

申込先　福崎町生活科学センター 

　　　　　２２－４９７７（月曜日休館） 

　河川環境の大切さを学び、実際に川に入って

魚にふれあい親しみましょう。 

日時　８月１９日（土）１０:００～（９:３０受付開始） 

場所　神崎支庁舎（神河町粟賀町６３０） 

参加費　無料 
 

【第１部】小学生対象 
　①アユのつかみ捕り１００人 

　　（小学１～３年生） 

　②ニジマス釣り１００人（小学４～６年生） 

　③がさがさ（水中生物の採捕） 

　④アユ・ニジマスの試食（１人１尾） 

　⑤市川の生物展示学習 

※①②は、ＦＡＸでの申し込みが必要です。

申込書は、福崎町HPからダウンロードして

ください。７月３１日（月）締切。（先着順） 
 

【第２部】講演会 
　演題　内水面漁業の振興に向けて 

　講師　兵庫県水産課 
 

申し込み・問い合わせ先 

　兵庫県内水面資源保全支援協議会 

　　０７８－３４１－８８９９／FAX ０７８－３４１－８８１３ 

紙すき教室 紙すき教室 紙すき教室 紙すき教室 

みんなで育てる　ひょうごの川 
サマーフェスティバル in 神河町 
みんなで育てる　ひょうごの川 
サマーフェスティバル in 神河町 
みんなで育てる　ひょうごの川 
サマーフェスティバル in 神河町 

参加者募集 



１８ 

区
長
交
代
の
お
知
ら
せ 

　
６
月
１８
日
付
で
、
東
大
貫
区
の

区
長
が
交
代
さ
れ
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
区
長
名
　
鎌
谷
康
正
さ
ん 

（
総
務
課
） 

文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日 

　
　
７
月
１８
日（
火
） 

　
　
８
月
１５
日（
火
）・
１７
日（
木
） 

　
　
９
月
１９
日（
火
） 

　
　
１０
月
８
日（
日
） 

★
予
約
の
受
付
は
、
利
用
日
の
属

す
る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら

で
す
。
（
１０
月
中
の
利
用
は
８
月

１
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
） 

★
風
呂
の
み
の
利
用
は
、
午
前
１０

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。
タ

オ
ル
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

ア
ド
プ
ト
事
業
に 

参
加
し
ま
せ
ん
か 

　
福
崎
町
で
は
、
地
域
住
民
や
企

業
等
の
団
体
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
じ
て
自
ら
道
路
や
公
園

な
ど
公
共
物
の
清
掃
美
化
等
の
活

動
を
行
う
「
福
崎
町
ア
ド
プ
ト
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
ア
ド
プ
ト
と
は「
養
子
に
す
る
」

と
い
う
意
味
で
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
育
て
の
親
と
な
っ
て
も
ら
い
、

美
し
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
す
も
の

で
す
。 

　
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 地域

振
興
課
（
内
線
３
９
２
） 

  

大
切
な
人
や
家
族
の
命
を 

守
る
た
め
に 

　
姫
路
市
消
防
局
で
は
、
救
命
講

習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
い
ざ
と
い
う
時
に
大
切
な
人
や

家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
、
あ
な

た
も
講
習
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？ 

日
時
　
８
月
２０
日（
日
） 

　
　
　
９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分 

場
所
　
姫
路
路
市
中
播
消
防
署 

内
容
　
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

　
　
　
使
い
方
な
ど
の
応
急
手
当 

定
員
　
２０
人
（
先
着
順
） 

受
付
　
８
月
１
日（
火
）
９
時
か
ら 

申
込
方
法
　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
が
必
要

で
す
。 

姫
路
市
消
防
局
消
防
　
救
急
課 

救
急
担
当 

　
０
７
９
・
２
２
３
・
９
５
５
７ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
・
２
２
３
・
９
５
４
３ 

Ｅ
メ
ー
ル 

syob-kyuukyuu@
city.him

eji.lg.jp 
  

就
農
希
望
者
向
け 

セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会 

日
時
　
８
月
６
日（
日
） 

　
　
　
１０
時
〜
１６
時 

場
所
　
神
戸
国
際
会
館
９
階 

参
加
料
　
無
料 

申
込
方
法
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
「
ｅ

　
ひ
ょ
う
ご
就
農
セ
ミ
ナ
ー
」

で
検
索
）
で
申
し
込
め
ま
す
。

８
月
４
日
（
金
）（
必
着
）
ま
で
。 

内
容
　
農
業
法
人
の
紹
介
や
、
新

規
就
農
者
の
体
験
発
表
、
ひ
ょ
う

ご
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員

が
農
業
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
の

心
構
え
を
話
す
ほ
か
、
県
や
市
町
、

県
内
の
農
業
法
人
な
ど
が
個
別
相

談
に
も
応
じ
ま
す
。 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
農
政
環
境
部
　
農
業
経
営
課 

　
０
７
８
・
３
６
２
・
９
１
９
４ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
・
３
６
２
・
９
３
９
４ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

nougyoukeiei@
pref.hyogo.lg.jp 

  

自
衛
官
募
集 

募
集
種
目 

Ａ
　
航
空
学
生 

Ｂ
　
一
般
曹
候
補
生 

Ｃ
　
自
衛
官
候
補
生 

応
募
資
格 

Ａ
　
海
…
１８
歳
以
上
２３
歳
未
満
の
者 

（
高
卒
者
（
見
込
含
）
又
は
高

専
３
年
次
修
了
者（
見
込
含
）） 

Ａ
　
空
…
１８
歳
以
上
２１
歳
未
満
の
者 

（
高
卒
者
（
見
込
含
）
又
は
高

専
３
年
次
修
了
者（
見
込
含
）） 

Ｂ
・
Ｃ
　
１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
者 

受
付
期
間 

Ａ
・
Ｂ
　
９
月
８
日（
金
）ま
で 

Ｃ
　
年
間
を
通
じ
て 

問
い
合
わ
せ
先 

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部 

姫
路
地
域
事
務
所 

　
０
７
９
・
２
８
２
・
０
５
３
５ 

お知らせ 

information

福崎町　正規職員募集　　 
次のとおり正規職員を募集します。 

●職種 

　一般行政職……………………………２人程度 

　保健師………………………………………１人 

　保育教諭……………………………………１人 

●受付期間 

　７月２７日（木）～８月３日（木） 

●試験日及び試験会場（1次試験） 

　９月１７日（日） 

　神戸医療福祉大学（福崎町高岡１９６６－５） 

▼受験申込書の請求・問い合わせは、総務課 

　人事係（内線２２２）へ。 

－
 

◆掛金の一部を国が助成 
◆掛金は全額非課税　手数料も不要 
◆外部積立型なので管理が簡単 
◆パートさんの加入もOK

人も、会社も、　　元気に！ もっと 

（独）勤労者退職金共済機構 中小企業退職金共済事業本部 
　03－6907－1234　FAX.03－5955－8211



兵
庫
県
議
会
常
任
委
員
会 

地
域
開
催
に
つ
い
て 

　
兵
庫
県
議
会
で
は
、
県
民
に
議

会
の
役
割
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
議
会
の
中
核
を
な

す
常
任
委
員
会
を
県
内
各
地
域
で

開
催
し
ま
す
。 

　
中
播
磨
地
域
で
は
、
８
月
上
旬

に
産
業
労
働
常
任
委
員
会
を
開
催

し
ま
す
。
県
政
の
課
題
に
関
す
る

委
員
会
審
査
の
様
子
を
、
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
産
業
労
働
常
任
委
員
会
】 

日
時
　
８
月
２
日（
水
） 

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜（
予
定
） 

場
所
　
姫
路
・
西
は
り
ま
地
場
産

業
セ
ン
タ
ー
（
姫
路
市
南
駅
前

町
１
２
３
）
９
階
９
０
１
会
議

室 

内
容
　
『
も
の
づ
く
り
産
業
の
活

　
　
　
性
化
』 

問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
議
会
事
務
局
　
議
事
課 

　
０
７
８
・
３
６
２
・
３
７
１
４ 

不
法
就
労
防
止
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い 

　
外
国
人
を
雇
用
す
る
事
業
主
の

み
な
さ
ま
、
不
法
就
労
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
法
就
労

し
た
外
国
人
だ
け
で
な
く
、
不
法

就
労
さ
せ
た
事
業
主
も
処
罰
の
対

象
と
な
り
ま
す
。 

　
外
国
人
を
雇
用
す
る
際
に
は
、

『
在
留
カ
ー
ド
』
で
働
く
こ
と
が

で
き
る
在
留
資
格
者
で
あ
る
か
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

○
外
国
人
在
留
総
合
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー 

（
平
日
８
時
３０
分
〜
１７
時
１５
分
） 

　
０
５
７
０
・
０
１
３
９
０
４ 

（
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

０
３
・
５
７
９
６
・
７
１
１
２
） 

○
最
寄
り
の
地
方
入
国
管
理
局 

ス
ポ
ー
ツ 

１９ 

「
第
１７
回
全
日
本
少
年
少
女
空

手
道
選
手
権
大
会
」
出
場 

　
４
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
第
５０

回
兵
庫
県
空
手
道
選
手
権
大
会
で
、

高
岡
小
学
校
の
小
西
良
空
く
ん
が

男
子
形
競
技
小
学
４
年
生
の
部
で

準
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。 

　
８
月
６
日
に
東
京
武
道
館
で
行

わ
れ
る
第
１７
回
全
日
本
少
年
少
女

空
手
道
選
手
権
大
会
に
出
場
さ
れ

ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
学
校
教
育
課
） 

「
第
３
回
全
日
本
少
年
少
女
空

手
道
選
手
権
大
会
」
出
場 

　
４
月
１６
日
に
開
催
さ
れ
た
第
３

回
晴
レ
ノ
國
杯
空
手
道
交
流
大
会

で
、
福
崎
小
学
校
の
中
原
心
弦
く

ん
が
小
学
１
年
生
男
女
中
級
の
部

で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。 

　
１１
月
２３
日
に
宝
塚
市
で
行
わ
れ

る
第
３
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手

道
選
手
権
大
会
に
出
場
さ
れ
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
学
校
教
育
課
） 

          

カ
ヌ
ー
教
室
参
加
者
募
集
！！ 

　
大
自
然
の
中
で
カ
ヌ
ー
に
乗
っ

て
遊
び
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
人

に
は
乗
り
方
か
ら
指
導
し
ま
す
の

で
、
誰
で
も
簡
単
に
乗
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。 

日
時
　
７
月
３０
日（
日
） 

　
　
　
午
前
９
時
〜
１２
時 

場
所
　
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー 

対
象
　
小
学
４
年
生
〜
一
般 

募
集
人
数
　
１５
人
（
先
着
順
） 

申
込
　
７
月
１５
日（
土
）か
ら
受
付 

参
加
費 

　
小
・
中
学
生
　
　
５
０
０
円 

　
高
校
生
以
上
　
１
０
０
０
円 

問
い
合
わ
せ
先
　
第
１
体
育
館 

　
２２
・
１
１
５
３（
月
曜
日
休
館
） 

  

体
育
館
か
ら
の
お
知
ら
せ 

山
菜
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
て

き
ま
し
た
！ 

　
５
月
２０
日
、
天
候
に
恵
ま
れ
鉢

伏
高
原
に
参
加
者
４５
人
で
山
菜
採

り
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
野
山
を

散
策
し
山
吹
・
ワ
ラ
ビ
等
を
沢
山

収
穫
し
、
ま
た
健
康
づ
く
り
に
一

役
か
い
ま
し
た
。 

                

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

　
５
月
１０
日
・
１１
日
、
町
民
第
１

グ
ラ
ン
ド
で
「
第
２
回
大
会
」
が

ナ
イ
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
通
り
。 

優
　
勝
　
二
の
宮 

準
優
勝
　
中
島
ク
ラ
ブ 

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
加
盟

チ
ー
ム
を
募
集
中
！ 

※
詳
し
く
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
・
和
田（
　
２２
・
４
７
６
２
）

へ
。 

      

福
崎
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
５
月
２１
日
、
た
つ
の
市
中
川
原

グ
ラ
ン
ド
他
で
開
催
さ
れ
た
、「
第

３９
回
軟
式
野
球
交
歓
大
会
」
で
、

準
優
勝
を
収
め
ま
し
た
。 

　
そ
の
結
果
、
７
月
２
日
に
和
歌

山
県
紀
の
川
粉
河
運
動
場
で
行
わ

れ
る
「
第
３０
回
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式
野
球
交
流
大

会
」
に
兵
庫
県
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
す
。 



２０ 

夫
命
日
　

豆
飯
炊
き
て
　

お
裾
分
け 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 

雨
予
報
　

牡
丹
に
傘
さ
す
　

老
心 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
尾
　
和
平 

 

夏
立
ち
て
　

柳
そ
よ
げ
る
　

出
湯
の
町 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

峡
若
葉
　

保
津
川
下
る
　

高
瀬
舟 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

萩
焼
き
の
　

急
須
を
買
い
て
　

新
茶
汲

む
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

道
聞
か
れ
　

指
さ
す
家
に
　

桐
の
花 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

 

新
茶
売
る
　

茶
舗
の
乙
女
の
　

紅
だ
す

き
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
栄 

 

老
い
し
母
　

少
し
遅
れ
て
　

更
衣 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
千
秋 

 

散
歩
道
　

み
か
ん
の
花
の
　

匂
う
里 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
純
子 

 

筍
飯
　

一
汁
を
添
え
　

喜
ば
れ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

い
そ
い
そ
と
　

旅
立
つ
今
朝
の
　

更
衣 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
照
代 

座
布
団
を
　

替
え
て
客
間
も
　

立
夏
な

り
　
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
　
秋
美 

 

口
裂
け
る
　

ほ
ど
の
餌
ね
だ
り
　

燕
の

子
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
置
　
幸
代 

 

朝
掘
り
の
　

筍
貰
い
　

御
飯
炊
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
田
恵
美
子 

 

亡
き
夫
の
　

庭
下
駄
残
る
　

今
朝
の
夏 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

饗
応
に
　

筍
飯
と
　

地
酒
あ
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

明
度
彩
度
の
異
な
る
み
ど
り
の
重
な
り
に
光
及
び
来
て
杣
は
ゆ
た
け

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
浄
代 

 

き
っ
と
傘
こ
わ
れ
て
濡
れ
て
帰
る
だ
ろ
う
夕
べ
激
し
い
春
嵐
の
中 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
恵
美
子 

 

舗
装
路
の
桜
花
び
ら
巻
き
上
げ
て
学
園
バ
ス
行
く
カ
ー
ヴ
す
る
道 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

駅
前
の
遅
遅
な
る
町
の
蘇
る
を
老
の
口
過
ぎ
初
の
店
開
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 
 

散
歩
す
る
野
の
道
に
咲
く
蒲
公
英
の
花
に
迎
え
ら
る
ひ
と
と
き
の
幸 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

パ
ソ
コ
ン
に
入
れ
ん
短
歌
を
選
び
ぬ
き
し
ば
し
時
経
て
午
後
雨
と
な

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

年
輪
を
数
へ
る
我
を
詫
び
さ
せ
る
去
年
の
伐
り
株
脂
吹
き
て
を
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

燃
え
つ
き
て
溶
け
ん
ば
か
り
の
没
日
背
に
日
課
と
歩
む
人
な
き
野
道 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

春
雪
の
匂
ひ
残
り
し
傘
た
た
む
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
朝
の
よ
ろ
こ
び 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

空
港
に
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
待
つ
老
い
ふ
た
り
旅
の
終
り
の
日
差
し
惜
し

み
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

つ
ま 

こ
ろ
も
が
え こ

ろ
も
が
え 

つ
ま 

も
て
な
し 

か
げ 

や
に 

い
り
ひ 

あ 

め
い 

俳

句

会 

短

歌

会 
　健康によいと注目を浴びているも
ち麦。もち麦の第一人者からもち麦
の基本から学び、その効能を活かし
た食べ方を日常に取り入れましょう。 
　１回のみの参加もOKです。お気
軽にご参加ください。 
申し込み・問い合わせ先 
①郵便番号　②住所　③代表者氏名 
④年齢　⑤電話番号　⑥参加人数 
⑦参加希望回　をご記入のうえ、 
FAXまたはEメールで下記の宛先に
お申し込みください。 
※参加人数に限りがあります。お早めに 
　お申し込みください。 

もち麦産地振興協議会 
　（福崎町農林振興課内） 
　　０７９０－２２－０５６０（内線３１４）　FAX ０７９０－２２－２９１９　Ｅメール：nourin＠town.fukusaki.hyogo.jp

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

実施日等 演　　題 講　　師 

８/１９（土）１５:００～ 
エルデホール 

もち麦って？ 
～もち麦で地域おこし～ 

兵庫県立大学 
　教授　内平隆之 

神戸医療福祉大学 
　教授　豊山恵子 

食デザイナーズ主宰 
　　　　平野實希 

もち麦生産組合 

小林メディカルクリニック 
　院長　小林暁子 

もち麦は万能食材 
～もち麦の可能性を知る～ 

もち麦を食べる 
～もち麦ごはん de 丼コンテスト～ 

もちむぎゅっとな一日 Part３ 
～麦ふみ体験と麺打ち体験～ 

もち麦を活かした健康生活 
～秘密はベータグルカン～ 

９/１６（土）１４:００～ 
エルデホール 

１１/４（土） 
エルデホール周辺 

１/２７（土）（予定） 
春日ふれあい会館 
　　　※要参加費 

２/２５（日）（予定） 
エルデホール 
　　　※要参加費 

※各回もちむぎ料理の試食があります。 
※内容は変更となる場合もあります。ご了承ください。 

もちむぎ連続講座　～もち麦を学ぶ！食べる！体験する！～ 



日 曜日 事業・イベント名 時間 場　　　所 問い合わせ先 備　考 

1 

2 

5 
 

10 

11 

 

15 

 

17 

 

19 
 

 

20 

 

 

22 

 

 

23 
 

28 

29 

30

土 

日 

水 
 

月 

火 

　

土 

 

月・祝 

 

水 
 

 

木 

 

 

土 

 

 

日 
 

金 

土 

日 

8:00 

10:00 

11:00 

13:00 

10:30 

 

9:00 

9:30 

11:00 

 

10:00 

13:00 

13:00 

 

13:20 

6:50 
 

9:00 

9:00 

14:00 

 

 

13:30 

 

9:00

 

 

 

 

 

 

要申込 

 

 

要申込 

 

 

 

 

 

 

 

～２３日（日） 

 

 

要申込 

要申込 

 

 

要申込 

福崎町子ども会球技大会 

たなばた会 

えほんのじかん 

なやみごと相談 

母子相談 

もち麦の日 

ふれあいワンデー生活塾 

三木家ｄｅ風鈴づくり 

おはなし会 

町民ゴルフ大会 

人権相談 

なやみごと相談 

行政相談 

食育の日 

老人大学一般教養講座 

観光協会クリーン作戦 
 

山桃忌奉賛・写生大会 

アウトドア生活塾 

子ども映画会 

ふじもとのりこさんのおはなし会 

三木家住宅探検 

サルビアセミナー 

フクちゃん読書の日 

カヌー教室 

田原小学校グランド 

図書館 

図書館 

サルビア会館 

サルビア会館 

 

青少年野外活動センター 

三木家住宅 

図書館 

福崎東洋ゴルフ倶楽部 

 

サルビア会館 

 

 

文化センター 

柳田國男・松岡家記念館付近 
青少年野外活動センター付近 

柳田國男生家付近 

青少年野外活動センター 

図書館 

図書館 

三木家 

文化センター 

 

青少年野外活動センター 

文化センター 

図書館 

図書館 

社会福祉協議会 

健康福祉課 

農林振興課 

第1体育館 

社会教育課 

図書館 

ゴルフ協会 

住民生活課 

社会福祉協議会 

総務課 

保健センター 

文化センター 

観光協会 
 

文化協会 

第1体育館 

図書館 

図書館 

社会教育課 

文化センター 

図書館 

第1体育館 

２１ 

9:30 
11:00

～２３日（日） 
要申込 

≪作り方≫ 

①トマトは１.５cm角に切る。青じそはせん切りにする。 

②もちむぎ素麺は表示どおりにゆでてザルにあげ、清

水でよくもみ洗いをする。氷水にさっとつけ、水気

をきって器に盛る。 

③トマトと汁気をきった大根おろしを混ぜ、②にのせ

る。めんつゆをかけ、青じそをのせる。 

　トマトに含まれる成分「リコピン」は、
強力な抗酸化作用があります。生活習慣
病の原因抑制、夏バテ防止、疲労回復効
果も期待できます。 
　青じその香りは、胃液の分泌を促し食
欲増進になり、防腐・殺菌作用があります。
葉色が濃く、みずみずしい葉を選び、新
鮮なうちに使い切りましょう。 豊山先生の一言メモ 

≪材料≫（２人分） 

　・もちむぎ素麺...３束 

　・青じそ...３枚 

　・めんつゆ...２００cc

 

・トマト...１個 

・大根おろし...４cm分 

２５８kcal 
食物繊維 ５.８ｇ 

夏におすすめ！ 
さっぱりしたもちむぎ素麺を味わいましょう。 
夏におすすめ！ 
さっぱりしたもちむぎ素麺を味わいましょう。 



No.351
福崎町健康づくりキャラクター　ふくちゃん 

熱中症予防強化月間７月１日～７月３１日 
のどの渇きを感じる前に、こまめな水分補給を行いましょう！ 

２２ 

■開店日　第１回　８月２日（水） 
　　　　　第２回　８月２５日（金） 
■時　間　午前１１時～午後１時 
■場　所　保健センター２階 
■料　金　ふれあいランチ　３００円 
　　　　　ドリンク　無料 
■予　約　７月１３日（木）午前９時開始 
　　　　　（定員になり次第締め切り） 
■申し込み先　保健センター　　２２－０５６０（内線３６２） 

こどもたちが元気いっぱいの笑顔でおもてなしをします！ 
どなたでもご利用いただけます。お気軽にご来店ください。 

１日 
限定６０食 

　兵庫県では、“食育”を実践する 
ためのメッセージを絵と言葉で伝 
える「絵手紙」を募集しています。 
  【募集テーマ】 
テーマ①　「給食の思い出」 
　学校や職場で、クラスメイトや仕事仲間と
食べた給食にまつわる思い出やエピソードを
伝えましょう！ 
テーマ②　「減塩でおいしく食べる工夫」 
　生活習慣病を予防するために、だしのうま
味や柑橘類、香辛料を利用するなど、塩分を
減らしてもおいしく食事を食べるための工夫
を伝えましょう！  
応募方法など詳しい情報は兵庫県ホームページ
をご覧ください。 

兵庫県からのお知らせ 

平成２９年度「食育絵手紙」コンクール！ 

　受給者証の更新交付を希望される方は、下記
により手続きを行ってください。 
１．対象者 
①有効期間が平成２９年９月３０日までの受給者
証をお持ちの方で、平成２９年１０月１日以降
も引き続き受給者証の交付を希望される、
平成２９年１０月１日時点で満２０歳未満の方 

②有効期間が平成２９年１２月３１日までの受給者
証をお持ちの方で、平成３０年１月１日以降
も引き続き受給者証の交付を希望される、
平成３０年１月１日時点で満２０歳未満の方 

２．更新手続き受付期間 
　　７月３日（月）～８月２５日（金） 
　　（土、日、祝は除く） 
◎更新手続きの書類が届いていない方はご連絡
　ください。 
提出・問い合わせ先 
中播磨健康福祉事務所（福崎保健所）地域保健課 
　２２－１２３４　FAX ２２－６６８０ 

中播磨健康福祉事務所からのお知らせ 

平成２９年度 

小児慢性特定疾病医療受給者証 
更新手続きについて 

兵庫県　食育絵手紙コンクール 検索 

平成２８年度福崎町「みんなの食育川柳」子どもの部最優秀作品 

家族そろって、 
食事を楽しむ時間をつくりましょう！ 

毎月１９日は 
食育の日 



保健センターだより 

２３ 

＊二種混合・四種混合・日本脳炎・ポリオ・ヒブ・小
児用肺炎球菌・水痘・Ｂ型肝炎予防接種は、接種間
隔に気をつけましょう。 
＊麻しん風しん混合（MR）予防接種は、接種期間が１
年間です。忘れず早めに接種しましょう。 
　１期（１歳から２歳の間）２期（就学前１年の幼児） 
＊予防接種は、事前に医療機関へ電話予約してから受
けましょう。 

予
防
接
種 

＊からだやこころの相談を受け付けています。気軽に
ご利用ください。 
＊希望者には、「血圧測定」「尿中塩分量測定」「唾液に
よるストレスチェック」を行います。（要予約） 

健
康
相
談 

内　　容 対　　象 受付時間 日（曜） 

一 般 健 康 相 談  

母子健康手帳交付 

す く す く 相 談  
 

3 か 月 児 健 診  

4 か 月 児 健 診  

7か月児のまんまクラブ 

10か月児のあばばクラブ 

1歳お誕生相談 

1歳6か月児健診 

一 般 希 望 者  

妊 婦  

乳 児 希 望 者  

幼 児 希 望 者  

H２９.４月生の乳児 

Ｈ２９.３月生の乳児 

Ｈ２８.１２月生の乳児 

Ｈ２８.９月生の乳児 

Ｈ２８.７月生の乳児 

H２７.９月・１０月生の幼児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時１５分 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

９時４５分～１０時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１０日（月） 

月～金 

１０日（月） 
 

２６日（水） 

１８日（火） 

１２日（水） 

２６日（水） 

１０日（月） 

１９日（水） 

保健センター7月定例行事予定 
（場所）保健センター 毎日、こつこつのびのび生活 

～今より１０分多く、からだを動かしましょう～ 

＜回数の目安＞ 
１つの運動を１０～１５回続けて行い、１日の回数は自分
の体力に合わせて決めましょう。 

＜注意事項＞ 
①自分の体調に注意をはらいましょう。 
②運動中は息を止めないようにしましょう。 

今月のタオル de 体操 №1今月のタオル de 体操 №1

タオル de なわとび 

①体の前でタオルを持ち
ます。 

②手を離さずに片足ずつ
タオルをまたぎます。 

④頭の上まで上がったら、
からだの前をおろして
行きます。 

③タオルを体の後ろを通
してあげていきます 

タオルをうまく使うと、 
意外と楽に体を動かす 
ことができます。 

※立って行うのが不安な方は、椅子に座って行うことも 
　できます。 

くり返し 

　
今
回
は
、
子
ど
も
の
「
聞
く
力
」

を
育
て
る
と
い
う
テ
ー
マ
で
す
。 

　
私
た
ち
は
、
生
ま
れ
る
前
か
ら

お
母
さ
ん
の
声
を
聞
い
て
い
て
、

生
ま
れ
て
す
ぐ
お
母
さ
ん
の
声
を

聞
き
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
そ
う

で
す
。
言
葉
が
し
ゃ
べ
れ
な
い
赤

ち
ゃ
ん
で
も
、
周
り
に
笑
い
か
け

反
応
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
自
分

の
思
い
を
受
け
と
め
て
も
ら
え
る

と
い
う
経
験
を
積
ん
で
い
き
ま
す
。

周
り
の
大
人
が
赤
ち
ゃ
ん
に
話
し

か
け
る
こ
と
で
聞
く
力
も
発
達
し
、

マ
ネ
を
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
お
し

ゃ
べ
り
を
始
め
ま
す
。
子
ど
も
の

聞
く
力
の
発
達
に
は
、
身
近
な
家

族
の
働
き
か
け
が
と
て
も
大
切
だ

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
忙
し
い
日
常
生
活
の
中

で
は
、
子
ど
も
の
聞
く
力
へ
の
関

心
が
薄
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。 

　
私
の
子
育
て
の
経
験
を
振
り
返

っ
て
も
、
子
ど
も
が
「
ね
え
、
お

か
あ
さ
ん
！
今
日
な
あ
・
・
・
」

と
話
し
始
め
た
時
に
、
家
事
を
優

先
さ
せ
て
「
ち
ょ
っ
と
今
忙
し
い

か
ら
・
・
」
と
子
ど
も
の
話
を
さ

え
ぎ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
用
事
を
し
な
が

ら
子
ど
も
の
話
を
聞
い
て
、
適
当

な
返
事
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。 

　
子
ど
も
か
ら
の
働
き
か
け
を
親

の
都
合
で
さ
え
ぎ
っ
て
し
ま
う
と
、

子
ど
も
は
し
ゃ
べ
り
た
い
と
い
う

意
欲
が
そ
が
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
親
の
聞
く
姿
勢
を
見
せ

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
、
子
ど
も

の
聞
く
姿
勢
は
身
に
付
き
ま
せ
ん
。 

　
話
を
聞
く
と
い
う
こ
と
は
、
目

に
は
見
え
な
い
言
葉
か
ら
相
手
の

気
持
ち
を
想
像
す
る
力
や
、
自
分

で
思
考
し
て
い
く
力
を
深
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味

で
、
聞
く
力
は
学
び
の
土
台
と
な

り
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
子
ど
も
の
話
を
た
く
さ
ん

聞
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
聞
く
姿
勢
も
見
せ
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
ど
う
し
て
も
手
を
止
め

ら
れ
な
い
時
は
、
「
へ
ー
え
！
面

白
そ
う
だ
ね
。
こ
の
用
事
が
終
わ

っ
て
か
ら
聞
か
せ
て
く
れ
る
？
」

と
、
聞
き
た
い
気
持
ち
を
し
っ
か

り
伝
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
子

ど
も
に
と
っ
て
も
き
っ
と
、
待
っ

て
い
る
時
間
が
わ
く
わ
く
し
た
時

間
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
「
話
を
聞
き
な
さ
い
」
と
い

う
よ
り
も
、
親
自
身
が
手
本
と
な

る
よ
う
な
聞
く
姿
勢
を
見
せ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

聞
く
力
は
学
び
の
土
台
！ 

第
１３１
号 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
西部子育て学習センター 
福崎子育て支援センター 
東部子育て学習センター 
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  

社 会 福 祉 協 議 会  
第１デイサービスセンター 
第２デイサービスセンター 
在宅介護支援センター 
障害相談支援センター 
ホームヘルプステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
柳田國男・松岡家記念館 

この広報誌は再生紙を使っています。 
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ホームページアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/

町民のうごき 

平成２９年５月末現在 

７，６３６世帯 
９，２９７人　 
４４人　 
１３人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，４９２人 
１０，１９５人 
６０人 
２１人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

　
教
室
で
は
、
町
内
の
各
小
学
校
か
ら
集
ま
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
、
食
育
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
と
一
緒

に
味
噌
汁
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
だ
し
の
旨

味
比
べ
を
し
、
好
み
の
だ
し
で
つ
く
っ
た
味
噌
汁

は
格
別
で
す
。
自
分
た
ち
で
炊
い
た
も
ち
む
ぎ
精

麦
入
り
ご
飯
と
、
先
生
が
作
っ
た
肉
じ
ゃ
が
と
一

緒
に
、
み
ん
な
で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

　
裸
足
で
入
る
田
ん
ぼ
の
感

触
に
み
ん
な
お
お
は
し
ゃ
ぎ

　
植
え
て
い
く
う
ち
に
み
ん

な
し
っ
か
り
コ
ツ
を
つ
か
ん

で
上
手
に
な
り
ま
し
た
。「
田

植
え
っ
て
楽
し
い
！
」
そ
ん

な
声
が
た
く
さ
ん
聞
こ
え
て

き
ま
し
た
。
秋
に
は
稲
刈
り

に
も
挑
戦
で
す
。 

　
町
内
の
各
小
学
校
の
５
年
生
、

６
年
生
が
営
農
組
合
の
み
な
さ
ん

に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
田
植
え

に
挑
戦
し
ま
し
た
。 


